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テ ー マ              日 時・対 象 

①水生生物教室 ＠東公民館付近の金目川           7月2１日(金) 9:０0～1２:０0 小学生２４名 

②鳥の巣のお話と工作                    7月2２日(土) 9:30～1１:３ 0 小学生以上2５名 

③親子で水遊び～竹の水でっぽう作り～       7月2３日(日) 9:30～12:00 親子３0名 

④葉っぱのたたき染めに挑戦               7月2７日(木) 9:30～12:00 小学生以上20名 

⑤セミの羽化観察                       7月２９日(土) 18:30～20:30 どなたでも３0名 

⑥土の中の生き物さがし                  ７月３０日(日) 9:30～11:30 小学生以上20名   

⑦ちびっこあつまれ！虫さがし           8月５日(土) 10:00～11:30 ３～６才の幼児と保護者20名 

⑧くずは川探検                        8月６日(日) 9:30～12:00 小学生以上３0名  

⑨クモのふしぎ大発見！                  8月11日(金・祝) 9:30～11:30 小学生以上20名 

⑩ナイトウォッチング                 8月１９日(土)1８:30～2０:３0 小学生以上30名 

⑪植物のふしぎ発見！                  8月2６日(土)  9:30～11:30 小学生以上20名  

 

 

☆６月の活動 

定例会:6/4(日)は、薪割りチームと梅林草刈り

チームに分かれて作業しました。割ったケヤキ

の薪はとても良い香りがしました。 

6/15(木)は、毎年恒例のヤマビル調査を行いま

した。広場全体で19匹捕獲されました。 

花壇の会：6/4は雨で中止、6/23(金)に草取り

と解説板の設置をおこないました。 

とんぼのせせらぎ：6/22(木）くずは川対岸の

ほたるの里で、茂ったササを刈り取りました。 

☆これからの活動 

定例会： 7/20(木)、9/3(日)、9/21(木) 

※8月の定例活動は夏休みのため、お休みです。 

花壇の会：8/4(金)早朝草取り、9/1(金) 

とんぼのせせらぎ： 8/24(木)、9/28(木) 

 

                                   

２０２３．７．１０                                   

発行 くずはの家                                 

               〒257-0031秦野市曽屋1137 

℡＆FAX 0463(84)7874  

２０２３年 

７月号 

葛葉川ふるさと峡谷だより 

２０１０年 

２月号 

くくずずははのの家家  夏夏休休みみ自自然然教教室室案案内内  
※保護者同伴：②は３年生以下、⑧は４年生以下、⑤と⑩は６年生以下 

その他は小学２年生以下は保護者同伴です。 

抽選の申し込み受付は７／９に終了しました。定員に達していないものは 
１２日より先着順で受け付けます。空き状況はＨＰをご確認ください。 

行事へのお申し込み･お問い合わせは 

電話・FAX・メールで 

T E L & F A X  ０ ４ ６ ３ ( ８ ４ ) ７ ８ ７ ４ 

E-mail,kuzuhaie@city.hadano.kanagawa.jp  

７月の休館日    

３日、１０日、１８日、１９日、２４日、３１日 

８月の休館日  

７日、１４日、１５日、２１日、２８日 

http://www.city.hadano.kanagawa.jp/  
秦野市のHPの公共施設案内にくずはの家HPがあります！ 

カエンタケ 

 

先日、葛葉川を含む金目川水系の室川で、私が子供

の頃には、図鑑でしか見たことがなかったカワムツと

いう魚が捕れました。調べてみると、1983年に生命の

星・地球博物館から発行された、神奈川自然史資料「平

塚市の淡水魚類」にはカワムツの記録はありません。

ところが、2018年に発行された、金目川の魚類（西巻

肖・北野忠 東海大学)にはカワムツの記録があり、2017

年11月に金目川で初めて確認されたとされています。

2017年以降、カワムツは金目川水系で分布を拡大し、

現在では流域全体で広く見られるようになり、かなり

多数が生息しているようです。 

カワムツは本来ならば、能登半島と天竜川水系より

も西側の本州、四国、九州に分布していて、琵琶湖産

稚鮎の放流に伴って、東日本にも分布を広げているそ

うです。しかし、漁業協同組合が無く、アユの放流事

業は行われていない金目川水系に、なぜカワムツが生

息しているのかたいへん不思議に思いました。そこで

インターネット検索を行い、アユの放流が行われてい

る相模川と、この金目川水系をむすぶ水路が無いか調

べてみました。世の中にはいろいろなことに興味を持

っている人がいるようで、相模川から取水し、伊勢原、

平塚まで水を送っている農業用水路について、実際に

歩いて調べ、ネット上に報告している人のブログ（散

歩の途中・相模川右岸用水を歩く、2018年）にたどり

着きました。 

右岸用水は、相模原市南区で取水した水を相模川右

岸（相模川の西側一帯、厚木市、伊勢原市、平塚市）

の田畑に供給し、末端は平塚市まで続く、約20キロの

距離におよぶ長い疏水です。1949(昭和24)年に着工し

1958(昭和33)年に完成した、戦後になってできた新し

い農業用水路です。この用水路により、相模川の水は

金目川水系に流れ込んでいることが分かりました。お

そらく、稚鮎の放流に伴って相模川に入ったカワムツ

は、この用水路を通って金目川水系に入ったのでしょ

う。 

また、伊勢原市高森を流れる歌川で、現在、野生状

態ではほぼ絶滅しているメダカの群れを見つけ、捕ま

えたことがあります。これなども「金目川の魚類」に

よれば「現在、金目川で見られる個体は放流によるも

のと考えられる。」とされていますが、相模川からの移

動ということも考えられるのではないでしょうか？ 

 

６/11(日) 知って安心!ヤマビルの生態 （23人) 

参加者の声 
・ヤマビルがとてもおもしろくて、とても元気でよかったで

す。70グラムも持ち上がってビックリしました。 

・ヤマビルの伸び縮みにビックリ。また吸いつく力の強さもこ

れほど強いとは思わなかった。今まで怖がって、嫌ってば

かりいたが観察して少しかわいくなり興味がわいてきた。

(知って安心自分で調べるヤマビルの秘密) 

・石をみがいてけんびきょうで拡大すると、とてもきれいに見

れてうれしかった。石がおもしろくなりました。 

・石が好きな子なので参加させてもらいました。石が輝くのと

同時に子どもの瞳もキラキラ輝いてとても良い時間をすご

せました。 （石をみがいて観察しよう！） 

 

 

6/24(土) 石をみがいて観察しよう！ (26人) 

です。この用水路により、相模川の水は金目川水系に

流れ込んでいることが分かりました。おそらく、稚鮎

の放流に伴って相模川に入ったカワムツは、この用水

路を通って金目川水系に入ったのでしょう。 

また、伊勢原市高森を流れる歌川で、現在、野生状

態ではほぼ絶滅しているメダカの群れを見つけ、捕ま

えたことがあります。これなども「金目川の魚類」に

よれば「現在、金目川で見られる個体は放流によるも

のと考えられる。」とされていますが、相模川からの移

動ということも考えられるのではないでしょうか？ 

本来、今生息している河川から別の河川には移動で

きない淡水魚が、人が作った用水路環境を利用し分布

を拡大する、これなども人が運んでいると言えるので

しょうか？ 

補足 外来種とは何か？ 

「本来生息していなかった場所へ人間によっ
て運ばれ、人間の管理下にない生きもの」のこと
を外来種といいます。運ばれ方は意図的か（人
間が運んで放流）、意図的でないか（海外から
の荷物にくっついて移動）を問いません。生きも
のが元々持っている移動能力を超え、人間の力
で運ばれたものを指すことばです。 
国外だけでなく、国内の別の地域から持ち込

まれた生きものも外来種です（これは『国内外来
種』または『国内移入種』と呼ばれます）。  

（山形県鶴岡市の HP より) 

右岸用水は、相模原

市南区で取水した水を

相模川右岸（相模川の

西側一帯、厚木市、伊

勢原市、平塚市）の田

畑に供給し、末端は平

塚市まで続く、約 20

キロの距離におよぶ長

い疏水です。1949(昭和

24) 年 に 着 工 し

1958(昭和 33)年に完

成した、戦後になって

できた新しい農業用水

路です。この用水路に

より、相模川の水は金

目川水系に流れ込んで

いることが分かりまし

た。おそらく、稚鮎の

放流に伴って相模川に

入ったカワムツは、こ

の用水路を通って金目

川水系に入ったのでし

ょう。 

また、伊勢原市高森

を流れる歌川で、現在、

野生状態ではほぼ絶滅

しているメダカの群れ

を見つけ、捕まえたこ

とがあります。これな

ども「金目川の魚類」

によれば「現在、金目

川で見られる個体は放

流によるものと考えら

れる。」とされています

が、相模川からの移動

ということも考えられ

るのではないでしょう

か？ 

本来、今生息してい

る河川から別の河川に

は移動できない淡水魚

が、人が作った用水路

環境を利用し分布を拡

写真は昨年の様子   

左：「葉っぱのたたき染めに挑戦」 右：「セミの羽化観察」 

文：くずはの広場所長 高橋孝洋 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

この活動は一般財団法人セブン-

イレブン記念財団の助成を受け

て実施しています。  



 

  

  

 

   

  

   

  

  

 

   

  

  

   

  

  

 

 

  

  

  

  

   

  

  

 

 

 

 

シロホシテントウ 

キイロテントウ 

ヒゲコメツキ 

サビキコリ 

オオゾウムシ 

ヤマトデオキノコムシ 

ヒメオビオオキノコ 

ヨツボシケシキスイ 

イチモンジカメノコハムシ 

凡 例 

△ つぼみ 

▲ 咲き始め 

○ 開花 

◎ 満開 

● 咲き終わり 

◇ 実 

◆ 熟した実 

△ヒヨドリバナ 

① 

① ～⑬には観察板があります。 

回ってみましょう！ 

② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

◇コブシ 

◇◆ヒノキ 

◇アブラチャン 

ヒサカキ◇ 

川原 ○コセンダングサ  ○ムシトリナデシコ 
   ○コマツヨイグサ  ○ツユクサ 
   ○アレチギシギシ  △ダンドボロギク 

○ヒメヒオウギズイセン 

◇アカシデ 

◇サンシュユ 

◇ハナユズ 

◇キツネガヤ 

◇クマシデ 

ミツバウツギ◇ 
コナラ◇ 

コウヤマキ◆ 

◇イヌシデ 

ヌスビトハギ○ 

◇◆スギ 

ママコノシリヌグイ○ 

●ムクロジ 

ウルシ◇ 

ハンカチノキ◇ 

◆◇アカマツ 

ハナタデ○ 

○タイサンボク 

○ミズヒキ 

◇◆サワラ 

◆ウラジロチチコグサ 
◇オカタツナミソウ 

シラカシ◇ 

◇キブシ 

ヤブニッケイ◇ 

○カワラナデシコ 

アオキ◇ ○ヤマカモジグサ 

オヤブジラミ◆ 

◇エノキ 

◇ムラサキシキブ 

◇ハハコグサ 

◇ヤマハゼ 

ユズリハ◇ 

アオイスミレ◇ 

 

◎リョウブ 

◇ミツデカエデ 

スイカズラ◇ 

△コアカソ 

 

◇イヌガヤ 

キリ◇ 
くずはの広場トピックス 

ゲンジボタル放流…６月６日～１３日 
６/４、復活を目指していたゲンジ

ボタルの卵が孵化し始め、１～２㎜ほ

どの幼虫を合計４３２４匹放流しまし

た。どのくらい生き残ってくれるでし

ょうか？来年が楽しみです。 
キビタキ繁殖…６月２１日 

キビタキの幼鳥にエサを運ぶオ

スの姿が見られ、葛葉緑地での繁殖

が確認出来ました。 

ニイニイゼミ初鳴き…６月２９日 
今年は早くから初夏の花が咲き

出していましたが、ニイニイゼミの

出現は平年並みでした。地中生活で

は気温の影響を受けにくいのか

な？他の昆虫はどうなのかな？植

物と昆虫の関係が気になりますが、

セミ以外の昆虫は初と終わりの記

録をとっていません。残念！ 

◇チャ 

ツノハシバミ◇ 

△シオデ 

◇シュロ 

○コウゾリナ 

○スズメノカタビラ 

フサザクラ◇ 

ボダイジュ◇ 

◇サルトリイバラ 

◇オオモミジ 

ユズ◇ 

アカショウマ◇ 

○ヤマハギ 
◇マルバウツギ 

○トウネズミモチ 

○イヌタデ 

ガマズミ◇ 

アセビ△◇ 

◇イボタノキ 

◇コマユミ 

タニウツギ◇ 

ツルウメモドキ◇ 

◇ヤマハタザオ 
 

◇エンコウカエデ 

◇レッドロビン 

○ハキダメギク 

ムクノキ◇ 

○ヤブコウジ 

トキワハゼ○ 

ヤブマオ△ 

コナスビ◇ 

○キハギ 

ヒメヤブラン○ 

△キッコウハグマ 

◇イヌツゲ 

○アサザ 

ハンゲショウ○ 
 

クスノキ◇ 
 

○ナンテン 
 

◇ウツギ 
 

◇チドメグサ 

○ペラペラヨメナ 

○アオツヅラフジ 

◇サラサウツギ 
ホタルブクロ● 

シラン◆ 

△サジガンクビソウ 

◇サンザシ 

◇サカキ 

ネズミホソムギ◇ 
 

◇ハラン 

△マンリョウ 
◇ウラゲエンコウカエデ 

ワルナスビ○ 

○エビヅル 

◇マユミ 

ヤマユリ○ 

○アオギリ 

○シロツメクサ 

アズマネザサ○ 

ヤブヘビイチゴ◆ 

ヤブミョウガ○ 

◇ケキツネノボタン 

オッタチカタバミ○ 

○アジサイ 

◇ヤマボウシ 

△アキカラマツ 

○イモカタバミ 

◆アズマガヤ 

○カタバミ 

○ネムノキ 

○キキョウ 

カラスザンショウ△ 

○オオバギボウシ 

▲カリガネソウ 

モクゲンジ● 

◇オニグルミ 

○ソクズ 

○ウシハコベ 

○ダイコンソウ 

ネズミモチ◇ 

ミゾソバ▲ 

フタリシズカ◇ 

ハンノキ◇ 

◆フシゲチガヤ 

◇タチツボスミレ 

◇クリ 

コバノカモメヅル○ 

△アマチャヅル 

マメグンバイナズナ◆ 

◇フジ 

○クサノオウ 

◇カモジグサ 

トウカエデ◇ 

キショウブ◇ 

○ツメクサ 

ニシキギ◆ 

○セリ 

ハクウンボク◇ 

◇トキワサンザシ 

◇ホウチャクソウ 

▲クマヤナギ 

◇コゴメウツギ 

◇ハンショウヅル 

ウリクサ○ 

ナガバハエドクソウ○ 

シャガ● 

◇カヤ 

◇ハナイカダ 

◇ウワミズザクラ 

◇ミズキ 

○ヒメジョオン 

◇ナツハゼ 

◇クヌギ 

◇ケヤキ 

◇カマツカ 

○トウバナ 

◇ヤマウコギ 

タマアジサイ△ 

クマノミズキ◇ 

◇エゴノキ 

ガクアジサイ◇ 

◆ヌカボシソウ 

◇コクサギ 

◇カシワ 

アキノキリンソウ△ 

アカメガシワ● 

○センリョウ 

△ヌルデ 
オモト● 

オオイヌホオズキ◆ 

◇クサイ 

◇テイカカズラ 

オオバコ◇ 

イロハモミジ◇ 

◆ミヤマタゴボウ（ギンレイカ） 

タケニグサ○ 

○ヨウシュヤマゴボウ 

○イヌゴマ 
ミゾホオズキ○ ○イヌガラシ 

シュロソウ△ 

◇アオハダ 

ハコネウツギ◇ 

○ユウゲショウ 

ソシンロウバイ◆ 

△クズ 

 

ヤマノイモ○ 

エゾノギシギシ◇ 

◇アラカシ 

◇ドクダミ 

◇センダン 

○シロザ 

アキノエノコログサ◇ 

オオバウマノスズクサ◇ 

タシロラン○ 

◇ロウバイ 

クサボケ◇ 

▲アキノタムラソウ 

△ナンキンハゼ 

ホドイモ△ 

●ミツバ 

△ナガバジャノヒゲ 

○マツカゼソウ 

△フッキソウ 

◇ツリバナ 

○ヒルガオ 

△モミジガサ 

△ノブドウ ○ヤブカラシ 

△オニドコロ 

△ジャノヒゲ 

○コムラサキ 

△クサコアカソ 

その他の仲間 
ナナフシモドキ 

チャタテムシの仲間 

 

トンボの仲間 
クロスジギンヤンマ 

ヤブヤンマ 

シオカラトンボ 

オオシオカラトンボ 

カメムシの仲間 
ハリカメムシ 

マルカメムシ 

ニイニイゼミ 

マルウンカ 

コセアカアメンボ 

ヤスマツアメンボ 

ツマグロオオヨコバイ 

アオバハゴロモ幼虫 

  

バッタ・キリギリスの仲間 
ショウリョウバッタ幼虫 

ツチイナゴ 

ナキイナゴ 

ハラヒシバッタ 

エゾツユムシ 

ヤマクダマキモドキ幼虫 

 

キムネクマバチ 

エントツドロバチ 

ヨツボシオオアリ 

トビイロシワアリ 

アミメアリ 

シオヤアブ 

キノコバエの仲間 

ケヅメカの仲間 

タブウスフシタマバエ 

シオカラトンボ 

オオシオカラトンボ 

ヤマサナエ 

ハグロトンボ 

オオアオイトトンボ 

 

ハチ・アブ・ハエの仲間 
オオスズメバチ 

セグロアシナガバチ 

キムネクマバチ 

エントツドロバチ 

コジャノメ 

ヒメウラナミジャノメ 

クロコノマチョウ 

ルリシジミ 

ヤマトシジミ 

ベニシジミ 

カノコガ 

ビロウドハマキ 

キバガの仲間 

チョウ・ガの仲間 
アオスジアゲハ 

モンシロチョウ 

キタキチョウ 

オオムラサキ 

コミスジ 

コジャノメ 

ヒメウラナミジャノメ 

◇カキノキ 

◇サンショウ 

ドウガネブイブイ 

キマワリ 

シロスジカミキリ 

ノコギリカミキリ 

アオカミキリ 

ビロウドカミキリ 

カミキリモドキの仲間 

ヤマトタマムシ 

アオオサムシ 

アカホシテントウ 

アミダテントウ 

ルイヨウマダラテントウ 

ハラグロオオテントウ 

ムーアシロホシテントウ 

シロホシテントウ 

 

カブトムシの仲間 

ノコギリクワガタ 

コクワガタ 

クロコガネ 

コクロコガネ 

ナガチャコガネ 

ヒメカンショコガネ 

カナブン 

ドウガネブイブイ 

キマワリ 

シロスジカミキリ 

ノコギリカミキリ 

アオカミキリ 

ビロウドカミキリ 

キマダラミヤマカミ

キリ 

ラミーカミキリ 

カミキリモドキの仲

間 

ヤマトタマムシ 

アオオサムシ 

ナミテントウ 

アカホシテントウ 

アミダテントウ 

ビロウドハマキ 

キバガの仲間 

オオミノガ幼虫 

ウスキツバメエダシャク 

６月の昆虫 

６月の野鳥 

（５月３０日～７月３日調べ） 

１、マガモ 

２、カルガモ 

３、キジバト 

４、アオバト 

５、カワウ 

６、ホトトギス 

７、カワセミ 

８、コゲラ 

９、アオゲラ 

１０、リュウキュウサンショウクイ 

１１、ハシボソガラス 

１２、ハシブトガラス 

１３、ヤマガラ 

１４、シジュウカラ 

１５、ツバメ 

１６、ヒヨドリ 

１７、ウグイス 

１８、エナガ 

１９、メジロ 

２０、ムクドリ 

２１、キビタキ 

２２、スズメ 

２３、キセキレイ 

２４、ハクセキレイ 

２５、セグロセキレイ 

２６、カワラヒワ 

２７、コジュケイ 

２８、ガビチョウ 

 

ヤマユリ 

 ピックアップ 

アオカモジグサ◇ 

ハリエンジュ◆ 


